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１．はじめに 
 ウォータージェット（以下、WJ）技術を利用したコンクリートのはつり状況は、コンクリートの表面状
態、すなわち、コンクリート強度や劣化の程度などによって大きく異なったものとなる。現在、WJ工法に
よるコンクリートはつり処理の状態判断は、現場技術者によって行われており、技術者の器量によって、新

旧コンクリートの一体化性能が左右されている。本報告は、コンクリートの圧縮強度およびひび割れの存在

がWJによるはつり処理に及ぼす影響を検討した。 
２．実験概要 
 本研究では、コンクリート強度がWJ処理に及ぼす影響の検討、およびひび割れがWJ処理に及ぼす影響
の検討を、それぞれシリーズ１、シリーズ 2とした。また、WJ処理面は、粗骨材の存在に大きく影響をう
けることが考えられるため、比較用としてモルタル供試体についても実験を行った。 
2.1 使用材料および配合 
 シリーズ 1およびシリーズ 2において使用した
材料は、早強ポルトランドセメント（密度：

3.14g/cm3）、川砂利（最大寸法：25mm、密度：
2.66g/cm3）および川砂（密度：2.65ｇ/cm3、粗粒

率：2.80）である。 
表-1は、シリーズ 1における配合およびWJ処
理時の圧縮強度を示したものである。W/Cおよび
s/a をそれぞれ 4 段階に変化させ、供試体を作製
した。また、シリーズ 2 の配合条件は、W/C を
55%に統一し、s/aを40%(コンクリート)、100%(モ
ルタル)の 2種類とした。試験時における圧縮強度
は、それぞれ 45.5N/mm2および 42.5N/mm2であ

った。  
2.2 供試体概要                          
 実験に使用した供試体は、シリーズ１、シリーズ 2ともに
10×10×40（㎝）の角柱供試体とした。シリーズ 2において
は、曲げ荷重により供試体中央部にひび割れを 1本導入した。
ひび割れ幅は、コンクリート供試体においては、0.1、0.5、
1.0、2.5（㎜）、モルタル供試体においては、0.1、0.5、1.0、
3.0（㎜）の 4段階に変化させた。 
2.3 WJ処理条件 

WJ処理条件は、シリーズ１、シリーズ２ともに噴射圧力 150MPa、ノズル径 0.4mm、スタンドオフ 30mm

表‐1 コンクリートの配合 
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図‐1 レーザー変位計による測定方法 



とした。また、同一処理面における処理回数は 2回(1往復)とし、切削速度は 5mm/sec、WJのアタック角
は 10°とした。なお、WJは、ロータリージェット方式のものを使用した。 
2.4 測定方法および評価方法 
 本研究では、WJ処理面のはつり処理状況を評価するために、平均処理深さを用いた。ここで、平均処理
深さとは、非処理面を基準面として処理前の高さから、処理後の高さを引いた値を平均した値である。測定

は、レーザー変位計および単軸移動ユニットを用いて、処理面(未処理面を含む)と平行に一定速度(10mm/s)
でレーザー変位計を移動させながら，サンプリング周波数 500Hzで行った。処理面の測定長さは 60mmと
した。 
３．実験結果および考察 
3.1 シリーズ１ 
 図-2は、各供試体の圧縮強度と平均処理深さの関係を
示したものである。コンクリート供試体はモルタル供試

体に比べて平均処理深さが小さくなり、値が多少ばらつ

くものの、モルタル供試体と同様に、圧縮強度が減少す

るに従い、平均処理深さは加速度的に増加し、圧縮強度

がおおむね 30N/mm2以下となると急激にはつり除去量

が大きくなる傾向がみられた。また、図-3は、圧縮強度
がほぼ同等な供試体について、低強度のものを含む 2種
類をピックアップし、その単位粗骨材量と平均処理深さ

の関係を示したものである。圧縮強度に関係なく、平均

処理深さは粗骨材の増加に従って直線的に減少するが、

コンクリート供試体における差は数ミリ程度であり、圧

縮強度と比べ、単位粗骨材量は平均処理深さにあまり影

響を及ぼしていないように思われる。 
3.2 シリーズ２（ひび割れがWJ処理に及ぼす影響） 
 図-4は、ひび割れ幅と平均処理深さを粗骨材の有無別
に示したものである。図より、モルタル供試体において

は、ひび割れ幅に関係なく平均処理深さはほぼ一定にな

るのに対して、コンクリート供試体においては、ひび割

れ幅の増加にともない、平均処理深さは若干増加する傾

向がみられた。これは、ひび割れ部に噴流が入り込み、 
周辺部を壊食するWJ特有の効果により、粗骨材を掘り 
起こしポップアウトを促進するためであると考えられる。 
４．まとめ 
1) 低強度コンクリートにおいては、WJ処理によるはつ
り除去量は大幅に増加する。 
2) コンクリートの単位粗骨材量が平均処理深さに及ぼす
影響は比較的小さい。 
3) コンクリートにおいては、ひび割れ部において、WJ
によるはつり除去量は若干増加する。  
 
 

図‐2 圧縮強度と平均処理深さの関係 

図‐4 ひび割れ幅と平均処理深さの関係 

図‐3 粗骨材量と平均処理深さの関係
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